
１牧草と園芸・第４９巻第５号（２００１）

１　はじめに

　当社ではさまざまな緑肥作物を取り扱っており

ますが，現地ではその地域の実情にあわせて，そ

れぞれの緑肥作物の特徴を生かした取り組みが行

なわれています。今回は，サツマイモネコブセン

チュウを抑制するソルゴー「つちたろう」を利用

して，先進的な取り組みをされている現地の使用

事例をご紹介致します。

２　つちたろうの特徴について

１）　有害センチュウに対する効果

　ソルゴーは生育が旺盛で，短期に多収が得られ

る夏作緑肥の代表的草種ですが，従来の品種には，

はっきりとネコブセンチュウを抑制するものはあ

りませんでした。つちたろうは，サツマイモネコ

ブセンチュウに対し高い抑制効果を発揮し，後作

物の被害を防ぐ画期的なソルゴーです。

２）　つちたろうの特性

　初期生育が旺盛で，粗大有機物生産量が大きく，

５０～６０日で５～６ｔ／１０ａのすき込みが可能です。

また，出穂が遅く硬くなりにくい特性を持つため，

他のソルゴーに比較してすき込み作業がやり易い

利点があります。また，初期生育の早さを生かし

た短期間での栽培（４０日程度）利用も可能です。

３）　栽培方法

①播種期

　高冷地　６月上旬～７月下旬

　一般地　５月下旬～８月上旬

　暖地　　５月上旬～８月中旬
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②播種方法

　播種量は５�／１０ａで散播を基本とします。

③すき込みと分解期間

　出穂を待たずに草丈が２ｍぐらいになる，播種

後５０～６０日を目安にロータリーかプラウですき込

みを行って下さい。事前にフレールモアなどで細

断しておくと作業が容易です。

３．現地事例紹介

�

１）　地域紹介

　ＪＡいるま野は，埼玉県の南西部に位置し，都

心から３０～６０�の首都圏にあります。その立地条

件を生かして，ホウレンソウ，大根，ゴボウ，カ

ブ，茶など，消費者ニーズに対応した多彩な都市

近郊型農業が展開されています。ＪＡいるま野管

内のカブ農家は７０戸，年間約５，３００ｔの新鮮なカブ

が京浜，東北，長野，新潟などの各市場へ出荷さ

れています。

つちたろうで土に活力�
　　　　　　　　元気なカブを育てる�

ＪＡいるま野（埼玉県）�

！�
２）　つちたろうを利用した取り組みについて

　カブは玉の美しさがポイント。玉の美しいカブ

に仕上げるには，健康な土作りを欠かすことはで

きません。ＪＡいるま野では，堆肥，有機質肥料

の使用を心がけ，定期的に土壌診断を行なうなど，

土を大切にしたカブ栽培が行なわれています。作

土が深く，排水性の良好な土地が多いことも，い

るま野地域がカブ産地として発展する上で好条件

であったと考えられます。

　しかし，カブの栽培体系上，連作が行なわれる

ことが多い中で，最近になって一部の農家からは

「畑の様子が徐々に昔と変わってきた。畑が疲れ

ているのではないか」という声が聞かれるように

なったそうです。そのような状況の中，ＪＡいる

２

写真２　冬播きでのカブ栽培（ＪＡいるま野） 写真３　出荷作業中，きれいなカブが並ぶ

写真４　カブの出荷荷姿
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ま野が主体となり，つちたろうを導入した，元気

な土作りに向けての取り組みが昨年から進められ

ています。

　昨年４月２２日に１０ａ当たり約５�のつちたろう

の種子を散播。つちたろうの栽培時期としては早

かったものの，約２か月間の栽培で草丈２ｍ，収

量は１０ａ当たり約７ｔと十分な生育が得られまし

た。また，根の張り具合を調べたところ，穴を掘っ

た９０�まではつちたろうの根が入っていることを

確認できたとのこと。トラクターの走行で畑にで

きる耕盤を緑肥作物の根で耕すことで，水はけが

良くなるのでは，と期待しています。

　すき込み作業はハンマーモアで切断後，２２馬力

の比較的小さなトラクターで行ないましたが，作

業性に問題はありませんでした。その後栽培した

カブの品質についても，当初心配していた緑肥残

さの悪影響はなく，きれいな肌のカブに仕上がり

ました。

　「まだ，カブにはわからんけど，土は軟らかく

なった。無理して夏場にカブを連作するよりも，

夏は畑づくりに力を使うようにしたい」というの

は，実際につちたろうを利用された農家さんの声。

　また，「薬に頼った連作ではやがて畑はだめにな

る。子供が継いで農家をすることを考えれば，土

作りは特に大切。カブ一作分の期間で，栽培，す

き込み，分解ができるつちたろうで連作を断ち切

り，土づくりを行なうほうが長い目で見れば良

い。」という関係者からのコメントがありました。

　「土が疲れている」最近農家さんからよく耳にす

る言葉です。特に連作を続けることは，畑のバラ

ンスを偏った状況にし，連作障害など作物に悪い

形で結果が現れます。現地では，今後もつちたろ

うを継続して栽培，緑肥効果を調査していく予定

です。
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１）　地域紹介

　鹿本地域は熊本県の北部に位置します。そのな

かで，南部平坦地帯（山鹿市，鹿本町，鹿央町，

植木町）は，施設園芸の一大生産地として知られ，

特にスイカ（作付け面積約１，０００ｈａ），メロン（同

２００ｈａ）の栽培は有名です。有機質肥料の使用，

減農薬栽培への取り組み，太陽熱を利用した殺菌

など，環境にやさしく健康な作物作りに向けて地
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写真５　つちたろう生育初期（ＪＡかもと）

写真６　つちたろうのすき込み後，有機物の補給効果は

大きい（ＪＡかもと）

表１　緑肥作物のセンチュウ密度抑制効果

 　　　　　　　　 （ＪＡかもと　農業技術開発センター調査）
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域を挙げた取り組みが進められています。

２）　緑肥作物の有効利用

　鹿本地域に限らず大きな産地では，市場に作物

を供給する責任もあり，従来の栽培作物を大きく

変更することが難しい状況が出てきます。現状の

なかで出来る限りの工夫を行ない，消費者ニーズ

に応えられるような農業に向けた取り組みが求め

られるわけです。ＪＡかもとでは，その取り組み

の一つとして，以前からグリーンソルゴー，ネマ

キングなどの緑肥作物を積極的に導入し，熱心な

土作りが行なわれています。

　ＪＡかもと農業技術開発センターの畠山所長に

お話を伺ったところ，「緑肥作物で連作を断ち切る

ことに意味がある」とのこと。畑に有機物を還元

することで地力を高める以外に，緑肥作物を作付

けすることで一時的に連作の流れを断ち切り，輪

作を実行できる。それが，微生物相の改善など土

の生理的な活性に役立つということです。

　緑肥作物を利用した有害センチュウの防除につ

いては，「土壌消毒では生き残った有害センチュウ

が急激に増える危険性がある。それに比べて根の

働きで線虫を減らす緑肥は，５０�より深い土にい

る線虫も，根が伸びることで防除できる点が優れ

ている」とのこと。一方，緑肥作物に過剰な期待

をかけるのではなく，特に，畑の線虫密度が高い

場合は，他の防除法と組み合わせて使うべき，と

の指摘もありました。

　同センターでは各種試験，調査に精力的な取り

組みが進められており，その中でも初期生育が早

く短期間での利用ができ，サツマイモネコブセン

チュウ抑制効果も得られるつちたろうが，注目さ

れています（表１）。栽培体系の中で畑を長く空け

ることができない場合，つちたろうの生育の早さ

は大きなメリットであり，スイカ，メロンや果菜

類などで被害を受けることが多い，サツマイモネ

コブセンチュウ対策として適するのではないで

しょうか。

　一方，ＪＡかもとでは，夏以降畑が空いている

場合は，多種類の有害センチュウ予防にネマキン

グを長期に栽培するなど，場面に合わせた緑肥作

物の使い分けも行なわれています。

４　おわりに

　今回，２地域の事例のご紹介をしました。両地

域ともに，土作りをベースにして，環境にやさし

い継続できる農業に向けて熱心に取り組まれ，そ

の中でつちたろうの生育の早さ，センチュウ抑制

効果を生かした利用が進められていました。

　最後に，お忙しい中，取材にご協力いただきま

した皆様にこの場をかりてお礼を申し上げます。

ありがとうございました。

写真７　ネマキングの利用（ＪＡかもと） 写真８　メロンの栽培風景（ＪＡかもと）

図２　スイカ栽培におけるつちたろう導入例　　   （JAかもと）�
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